






研究目的 

分娩前の胎児管理にFHR のモニタリングが有用であることは周知のことである。この分娩

前の FHR モニタリングには現在 2 つの方法が用いられている。このうち,FHR の

acceleration を指標とする NST は操作が簡単であるので広く普及をみているが,false 

reactive の症例の報告もあり,その信頼性についてはなお問題がある。一方,late 

deceleration を指標とする CST は操作が煩雑であるので primary test としての導入には

実用性の点で難があるが,胎児リスクの予測には NST より信頼性が高いとする報告もみら

れる。 

そこで,この問題を明らかとすべく,われわれは胎児が死亡するに至る過程において,FHR

における aceeleration の消失と 1atedeceler-ation の出現のいづれが早期に発来するか,

すすなわち,NST と CST のどちらがより早く fefal distress を検出できるか検討すること

を目的として研究を行なった。 


